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論 文 審-､査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,真空マイクロエレクトロニクスのための電界放出型極微電子源の実現を目指し,その電子放
出特性の安定性とその安定性に寄与する電子源の動作電圧の低電圧化を独創的な方式によって実現するコ
ーン塑極微MIS構造電子源に関する研究成果をまとめたものであり,得られた研究成果は次の通りであ
る｡
1)安定性に寄与する要因を検討するために電子放出特性の電子放出材料依存性に焦点をあてた研究を
行い,電界放出電流の変動を雑音電力の観点から検討を行うとともに,新たに提案した実効的や仕
事関数を求める方法を用いて,安定性に寄与する要因を明らかにした｡すなわち,極微電子源の電
子放出特性の安定化のためには,Auのような不活性な材料の選択と,動作電圧の低電圧化が有効
である-ことを見出した｡
2)電界放出型極微電子源の動作電圧の低電圧化を目指し,新しい構造のコーン型極微MIS構造電子
源の提案を行った｡モンテカルロ法を利用した計算機実験により,この電子源の特長である,低電
圧の電子放出の可能性および電子放出面の仕事関数の変動に対する電子放出特性の安定性を理論的
に明らかにした｡
3)コーン型極微MIS構造電子源の実現を目指して新たな作製プロセスの提案を行い,実際の素子の
試作を.行った｡すなわち,一回のフォトリソグラフィーで自己整合的に引き出し電極を持つコーン
型極微MIS構造電子源を形成できる方法を見出すとともに,試作した素子は最高電子放出効率が
7%に連する高効率のもとを得た｡また,引出し電極-の電圧印加により,MIS構造電子源の動
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作電圧の低減が可能であることを示した｡
以上,要するに本論文は,電界放出型極微電子源の安定性に寄与する要因を明らかにし,安定性に優れ
た新たな構造のコーン型極微MIS構造電子源を提案しており,真空マイクロエレクトロニクスにおける
基礎的知見を与えたもので,学術上,実際上寄与するところが少なくない｡よって本論文は博士 (工学)
の学位論文として価値あるものと認めるo
また,平成8年2月16日,論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格と認めた｡
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